
- 1 - 
 

高等学校  化学 学習指導案 

                                                                

１ 単元名 無機物質 「金属イオンの分離・確認」  

 
２ 指導計画 
 ⑴ 学習内容の系統：「粒子」（粒子の存在）（粒子の結合） 

[中学校]  [高等学校] 
化学変化とイオン 
 ア 水溶液とイオン 

(ｱ) 水溶液の電気伝導性 

(ｲ) 原子の成り立ちとイオン 

(ｳ) 化学変化と電池 

 イ 酸・アルカリとイオン 
(ｱ) 中和と塩 

 （３）無機物質の性質と利用 
 ア 無機物質（本単元） 

(ｱ) 典型元素 

(ｲ) 遷移元素 

 イ 無機物質と人間生活 
(ｱ) 無機物質と人間生活 

 ウ 無機物質の性質と利用に関する探求活動 

 

⑵ 指導計画（１５時間扱い） 

①典型金属とその化合物・・・・・・・・・・６時間 

②遷移金属とその化合物・・・・・・・・・・５時間 

  ③金属イオンの分離・確認・・・・・・・・・４時間（本時 ２／４，３／４） 

 

３ 本時の指導 
 ⑴ 身に付けさせる「科学的な探究能力」及び「到達基準」 
○「評価・改善」 

「評価・改善」は，結果の信頼性について認識し，導き出された結論を批判的に捉え，妥当

性を判断することである。本時は，無機物質（特に金属イオン）を扱う総合演習として設定す

る。典型元素および遷移元素のそれぞれの性質を利用し，複数の金属イオンを含む水溶液から，

分離作業をとおして沈殿として分離し，確認を行う。この時，完全に沈殿しないなどのため，

結果を総合的に判断する必要がある。最後に，発表会を行うことで，自分たちが実験により得

られた結果から結論に到達した過程を合理的に説明する力を育成したい。また，各班に異なる

混合試料溶液を与えて実験を行い，発表させることで，それぞれの班の結論の正誤について，

学級全員で検討することができる。 

○到達基準：Ｌ－⑧ 

  結論までの課題を解決する課程を論理的にまとめる。 

  導き出した結論を批判的思考に基づいて評価する。 

 
⑵ 展開（１００分扱い）  
形態 
時配 学習活動と内容 指導上の留意点 ※評価（評価方法） 資料 

教具等 
一斉 

３分 
１ 学習問題をつかむ。 
 
 
含まれる金属イオン：Ａｇ＋，Ｐｂ＋， 

Ｃｕ２＋，Ｆｅ３＋，Ａｌ３＋，Ｚｎ２＋，

Ｃａ２＋，Ｌｉ＋ 

 
 
 
・水溶液には，班ごとに異なる複数種

類の金属イオンが含まれているこ

とを伝える。 

水溶液 

学 金属イオンの系統分離を用いて，含まれる金属イオンを同定する。 



- 2 - 
 

一斉 
 ２分 
 

 

２ 系統分離の手順と実験の留意点を

確認する。 
 
 

・前時の学習内容のポイントを確認さ

せる。 
・廃液の処理を指示する。 
・発表会での内容を説明する。 

ﾌﾟﾘﾝﾄ 
 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

４０分 
３ プリントのフローチャートに従っ

て混合試料溶液ろ過による分離作業

により，金属イオンの確認を行う。 

・机間指導を行い，器具や薬品の使用

方法について，適宜指導する。 
・準備したもの以外の器具や水溶液を

求める班には，使用目的が妥当であ

れば，できるだけ対応する。 

試験管

立て 

一斉 
５分 

４ 次時に持ち越す水溶液を保管す

る。 
・不純物の混入や他の班との混同をし

ないように指示する。 
ﾊﾟﾗﾌｨﾙ

ﾑ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

１５分 
５ 実験の続きを行う。 
６ 実験結果から，結論を導きだす。 
７ 発表準備をする。（発表シートに記

入する） 
 
 
 

・発表会を開始する時刻を確認する。 
・結果から含まれるイオンを特定でき

ない場合は，操作の誤りを考えた上

で推測するよう指示する。また，そ

の箇所も発表の中で説明させる。 
・実験器具の洗浄と返却については，

的確に行うよう指示する。 

発表ｼｰ

ﾄ 

一斉 
３０分 

８ 黒板に同定した金属イオンを記入

し，班ごとに発表する。 
・①～④の項目を発表する。 

① 検出した金属イオン 
② 判断理由 
③ 判断に迷った点 
④ その他 

・発表内容に対して，質問や意見を出

し，検討する。 

・黒板に班ごとの記入欄を用意する。 
・他班から意見や質問を出させ，結論

について検討させる。意見や質問が

出ない場合は，判断に迷う原因を指

摘し，検討を促す。 
・発表後，正解を発表し，講評する。 
※結論を導き出した過程を論理的に説

明できたか。（発表） 
※発表内容を批判的に捉え，質問・意

見をだせたか。（発表） 
・全体講評として，結果の信頼性を加

味して結論を導き出したこと及び他

の班の発表を批判的に捉えたことを

称賛する。 

ﾌﾟﾘﾝﾄ 

個別 
５分 

９ アンケート用紙への記入をする。 ・授業アンケートを配布し記入させる。  

４ 指導にあたって 
 ○ 金属の系統分離に係わる反応及び実験操作は，それぞれの金属の学習の中で実施する。ま

た，前時に金属イオンの系統分離について理解を図り，実験操作の再確認を行う。したがっ

て，本時は，最低限度の指示を行い，実験操作及び結果の分析の時間を確保する。 
 ○ 班ごとに異なる混合試料溶液を与えて実験させる。この時，実験操作に対する習熟度や班

の数によるが，１単位時間で結果を出すことができるようにするために，含まれる金属イオ

ンは２種類程度にする。 
 ○ 硫化水素はドラフト内に器具を準備しておき，各班で使用させる。 
 ○ 系統分離の実験操作が１時間で終了することができない班のために，発表前に実験の時間

を与える。この時間に再実験をすることも可能になる。 
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 ○ 発表会について 
  ・各班３分として，同定した金属イオンだけではなく，判断に迷った点や結果から判断した

経緯について説明させる（到達基準Ｌ－⑧）。３分間で適切に説明させるためには，レポ

ート指導等を通して習熟させておく必要がある。結論までの過程を論理的に説明すること

に習熟していない場合は，前時に指導したり，発表シートの指示を細かくし，事前に指導

したりすることが望ましい。 
  ・各班の発表に対して，質問や意見を出させ，評価させる（到達基準Ｌ－⑧）。質問や意見が

あまり出ない場合は，指導者が発表した班だけではなく，曖昧な点や誤った点を学級全体

に示し，思考を促す必要がある。 
 


